
[翻訳] ビューロー『訴訟抗弁論と訴訟要件・第六
章第二節』(一)

著者 岡 徹
雑誌名 關西大學法學論集
巻 57
号 1
ページ 195-199
発行年 2007-06-15
その他のタイトル [Translation] Oskar Bulow, Die Lehre von den

Prozesseinreden und die
Prozessvoraussetzungen, 1868, Sechstes
Kapitel, Zweiter Abschnitt (1)

URL http://hdl.handle.net/10112/12372



つ
ぎ
の

『
訴
訟
抗
弁
論
と
訴
訟
要
件
•
第
六
章
第
二
節
』

先
決
が
阻
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
規
律
は
、

以
下
は
、

第
二
節

第
六
章

二
つ
の
異
な
っ
た
関
係
と
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
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の
対
比
の
証
明
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日
本
＇
語
訳
で
あ
る
。

先
決
の
命
令
と
先
決
の
抗
弁

(

-

）

 

継
続
中
の
、
よ
り
重
要
な
訴
訟
と
、
将
来
に
お
い
て
は
じ
め
て
可
能
な
、
よ
り
重
要
な
訴
訟
と
の
区
別
I

の
訴
訟
の
利
益
に
お
い
て
の
み
職
権
に
よ
る
、
法
務
官
の
審
理

p
r
a
e
t
o
r
i
a
cognitio
に
よ
る
実
現
ー
i
先
決
の
命
令
'
1
1

利
益
に
お
い
て
の
先
決
の
禁
止
は
例
外
的
に
の
み
_
ー
ー
被
告
の
異
議
に
も
と
づ
い
て
|
ー
—
先
決
の
抗
弁
e
x
c
e
p
t
i
o

p
r
a
e
j
 udicii |＇
9
,
I
法
源
に
お
け
る
こ
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(1) 
一節』

（
一
九
五
）

一
般
的
な
先
決
の
禁
止
は
継
続
中

＾ .....__,,, 

③
将
来
の
訴
訟
の

徹



ロ
ー
マ
法
で
は
、

段
が
存
在
す
る
。

第
一
の
種
類
の
先
決
p
r
a
e
j
u
d
i
c
i
 u
m
は
、
先
決
の
抗
弁
の
領
域
の
ま
っ
た
く
外
部
に
横
た
わ
る
。

の
審
理

~
r
;
e
'
t
o
'
r
i
;

~o~niti; 

の
み
が
生
じ
る
。
二
つ
の
関
連
す
る
請
求
が
同
時
に
裁
判
所
の
審
理
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

こ
こ
で
は
、

、
、
、

も
っ
ぱ
ら
法
務
官

政
務
官
m
a
g
i
s
t
r
a
t
u
s

は
、
被
告
の
抗
弁
を
ま
っ
て
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
両
訴
訟
の
間
で
の
目
的
適
合
的
な
順
序
を
定
立
す
る
た
め
に
職
権
で
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
彼
は
、
よ
り
重
要
で
な
い
訴
訟
を
、
よ
り
重
要
な
訴
訟
の
終
結
ま
で
当
然
に
中
止
し
た
。
政
務
官
m
a
g
i
s
t
r
a
t
u
s

の
こ
の
禁
止
的
命
令

I

こ

、
、
、
、
、

れ
を
、
先
決
の
抗
弁
と
の
対
比
に
お
い
て
、
「
先
決
の
命
令
」
と
名
付
け
よ
う
|
_
|
に
関
連
す
る
の
は
、

1.
5
4
 d
e
 j
u
d
.
 
cit. 
の
み
な
ら
ず
、
先
決
p
r
a
e
'

j
u
d
i
c
i
u
m

の
阻
止
を
問
題
と
す
る
ロ
ー
マ
の
法
学
者
た
ち
の
見
解
の
大
部
分
も
ま
た
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。
二
つ
の
関
連
す
る
同
時
に
係
属
し
て
い
る

訴
訟
の
う
ち
、
よ
り
重
要
な
方
が
、
よ
り
重
要
で
な
い
方
に
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
裁
判
所
は
、
そ
の
訴
訟
指
揮
義
務
に
よ
っ
て
、
こ
の
点

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
つ
い
て
、
自
身
で
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
＜
一
般
的
に
妥
当
す
る
、
す
べ
て
の
事
例
に
と
っ
て
正
当
な
原
則
で
あ
る
。

、
、
、

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
種
類
の
先
決
p
r
a
e
j
u
d
i
c
i
 u
m
は
、
抗
弁
つ
ま
り
先
決
の
抗
弁
e
x
c
e
p
t
i
o
p
r
a
e
j
u
d
i
c
i
i

に
よ
っ
て
防
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
裁
判
所
は
、
将
来
に
お
い
て
は
じ
め
て
可
能
な
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
職
権
で
考
慮
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
将
来
の
訴
訟
に
対
し
て
先
決
が
行
な
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
と
被
告
が
望
む
な
ら
ば
、
彼
は
必
要
な
申
し
立
て
を
す
べ
き
で
あ
る
、

(2) (1) 

つ
ま
り
、
先
決
を
な
す
よ
う
な
訴
訟
を
抗
弁
で
阻
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
被
告
の
私
権
が
問
題
で
あ
る
。
し
か
も
、
言
葉
の
最
も
厳
格
な
意
味
で
の
抗
弁
権
あ
る
い
は
除
外
権
が
問
題
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
権
能
は
、
原
則
的
に
、
決
し
て
被
告
に
帰
属
し
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
将
来
の
、
よ
り
重
要
な
訴
訟
に
対
す
る
先
決
が
行
な

わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
は
、
す
で
に
提
起
さ
れ
た
二
つ
の
訴
訟
の
う
ち
、
よ
り
重
要
な
方
が
ま
ず
判
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則

ほ
ど
一
般
的
に
妥
当
す
る
も
の
で
は
な
い
。
最
初
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
に
際
し
て
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
先
決
p
r
a
e
j
u
d
i
c
i
u
m

に
対
し
て
は
、
被
告

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
訴
訟
か
ら
、
他
の
す
で
に
同
様
に
係
属
し
て
い
る
訴
訟
に
対
し
て
生
じ
る
先
決
p
r
a
e
j
u
d
i
c
i
u
m
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
訴
訟
か
ら
、
他
の
未
だ
ま
っ
た
＜
提
起
さ
れ
て
い
な
い
、
将
来
に
お
い
て
は
じ
め
て
可
能
な
訴
訟
に
対
す
る
先
決
が
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、

両
種
の
先
決
p
r
a
e
j
u
d
i
c
i
a
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
特
別
の
法
制
度
を
形
作
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
特
別
の
訴
訟
上
の
法
的
手

関
法
第
五
七
巻
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一
九
七

最
も
簡
単
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
う
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
で
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
先
決
p
r
a
e
j
udici u
m

は
、
つ
ね
に
、
そ
し
て
職
権
で
防
止
さ
れ
、
将
来
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
例
外
事

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

例
に
お
い
て
の
み
、
そ
し
て
被
告
の
異
議
に
よ
っ
て
の
み
、
防
止
さ
れ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
特
別
の
場
合
（
相
続
回
復
請
求
訴
訟
E
r
b
s
c
h
a
f
t
s
p
r
o
c
e
s
s
お
よ
び
土
地
所
有
権
返
還
請
求
訴
訟

G
r
u
n
d
e
i
g
e
n
t
h
u
m
s
p
r
o
c
e
s
s
の

、
、
、

し
た
が
っ
て
、
先
決
の
抗
弁

e
x
c
e
p
t
i
o
praejudicii

の
適
用
領
域
は
狭
く
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
将
来
の
訴
訟
の
た
め
に
の
み
生
じ

、
、
、

(
4
)t

」
)
、
そ
し
て
ま
た
こ
れ
は
一
般
的
で
は
な
く
て
、
右

h

'
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の
例
外
事
例
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
、
す
で
に
係
属
中
の
訴
訟
の
利
益
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
係
属
中
の
訴
訟
に
対
す
る
先
決
が
行
な

わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
言
葉
を
か
え
て
言
え
ば
、
そ
の
間
に
、
よ
り
重
要
で
な
い
別
の
訴
訟
が
優
先
し
た
り
、
前
者
よ
り
も
先
に
判
決
が
な

さ
れ
た
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
別
の
、

し
か
も
、
も
っ
と
包
括
的
な
方
法
で
配
慮
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

つ
ね
に
阻
止
さ
れ
る
。
審
判
人
j
u
d
x
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
で
は
な
い
。
必
要
な
防
止
手
段
を
職
権
で
講
ず

る
の
は
政
務
官
m
a
g
i
s
t
a
t
u
s

の
職
務
で
あ
る
。
—
ー
ー

、
、
、

こ
の
完
全
な
区
別
の
要
点
は
、
手
続
の
外
的
な
相
違
ー
ー
！
ま
さ
に
ロ
ー
マ
の
方
式
書
訴
訟
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
|
|
＇
の
中
に
あ
る
の
で
は
決
し
て
な

(
5
)
 

い
。
要
点
は
、
た
と
え
ば
一
方
で
は
審
判
人
j
u
d
e
x
が
、
他
方
で
は
法
務
官
p
r
a
e
t
o
r
が
審
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
形
式
的
な
差
異
は
、

、
、
、

両
種
の
先
決
事
例
の
間
に
深
く
横
た
わ
る
内
的
な
対
立
の
、
外
的
に
特
に
鋭
く
現
れ
る
帰
結
に
す
ぎ
な
い
。

問
題
な
の
は
、
ほ
と
ん
ど
名
称
に
よ
っ
て
の
み
類
似
す
る
二
つ
の
法
制
度
の
相
違
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
ロ
ー
マ
の
方
式
書
訴
訟
に
お
い
て

守
ら
れ
た
形
式
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
の
没
落
に
決
し
て
影
響
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
右
の
区
別
の
内
的
か
つ
本
質
的
な
こ
と
は
、

こ
れ
は
、
今
日
に
お
い
て
も
、
完
全
に
正
当
で
あ
る
。
複
数
の
訴
訟
の
順
序
の
完
全
な
理
論
は
、
今
日
の
法
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
原
則
に
も
と
づ
く
。

現
代
の
訴
訟
法
学
は
、
以
前
か
ら
、
右
の
基
本
的
な
相
違
を
顧
慮
し
て
い
な
い
。
先
決
の
抗
弁
の
制
度
と
先
決
の
命
令
の
制
度
、
将
来
の
訴
訟
の
先
決

ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
一
九
七
）

先
決
p
r
a
e
j
u
d
i
c
i
u
m
は、

利
益
に
お
い
て
）
異
議
を
提
出
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。



(
6
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

り
重
要
で
な
い
訴
訟
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が
、

(
6
)
 

い
る
、
と
い
う
点
に
で
あ
る
。

（
一
九
八
）

p
r
a
e
j
u
d
i
c
i
u
m
 futuri j
u
d
i
c
i
i

と
倖
匝
犀
〖
中
の
訴
訟
の
先
決pr
a
e
j
u
d
i
c
i
u
m

p
e
n
d
e
n
t
i
s
 judicii
、
被
告
の
申
立
に
よ
る
干
渉
と
職
権
に
よ
る
干
渉
、

そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
区
別
す
る
こ
と
を
ま
っ
た
＜
怠
っ
て
い
る
。
先
決
の
抗
弁
の
制
度
の
み
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
ま
っ
た
く
異
種
の
現

在
の
訴
訟
の
先
決

p
r
a
e
j
u
d
i
c
i
u
m
judicii p
r
a
e
s
e
n
t
i
s
お
よ
び
職
権
に
よ
る
干
渉
の
場
合
を
も
含
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
い
ま
い
で
不
当
な

先
決
の
抗
弁
の
概
念
の
、
実
際
上
ま
さ
に
耐
え
が
た
い
帰
結
は
、
以
下
の
点
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
将
来
の
重
要
な
訴
訟
に
対
す
る
先
決
が
よ

ま
っ
た
く
一
般
的
に
職
権
に
よ
っ
て
も
配
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
ら
れ
て

先
決
の
命
令
と
先
決
の
抗
弁
の
示
唆
さ
れ
た
限
界
づ
け
を
個
々
的
に
貫
徹
し
、
ま
た
証
明
す
る
前
に
、
そ
こ
に
お
い
て
、
主
張
さ
れ
た
対
立
が
最
も
明

瞭
に
表
明
さ
れ
て
い
る
史
料
の
証
言
を
相
互
に
対
立
さ
せ
て
み
よ
う
。

L. 1
3
 d
e
 exc. 4
4
,
 
1. 

後
出
―
二
六
頁
を
見
よ
。

W
e
t
z
e
l
l
,
 S. 
811, A
n
m
.
 6
5

が
考
え
る
よ
う
に
。
だ
が
他
方
で
、
彼
は
、
区
別
自
体
は
完
全
に
正
当
と
認
め
る
。
ー
ー
ー
著
者
の
以
前
の
論
文

に
お
い
て
は
、
こ
の
点
が
お
そ
ら
く
ま
だ
十
分
に
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
概
し
て
、
こ
の
第
二
、
四
お
よ
び
五
節
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
観
察
が
、

そ
こ
で
は
ま
だ
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
人
が
一
般
的
に
、
前
掲
の
論
文
D
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n
に
お
い
て
不
十
分
に
し
か
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
先
決

理
論
の
全
体
の
核
心
を
見
逃
す
、
と
い
う
経
験
は
、
著
者
に
、
こ
の
章
に
お
い
て
詳
し
く
演
繹
す
る
こ
と
i

そ
の
ほ
か
の
場
合
、
そ
う
す
る
こ

と
が
著
者
の
お
気
に
入
り
で
あ
る
ー
が
当
た
り
前
で
あ
る
と
い
う
決
定
を
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。

、
、
、

P
l
a
n
c
k
,
 M
e
h
r
h
e
i
t
 d
e
r
 Rechtsstreitigkeiten, §
2

6

 
,
 35
,
 5
6
 
,
 6
3
 
(
と
く
に
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